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史的研究

第5回
小谷結香子（国士舘大学大学院）他5名 女子新体操競技におけるATerreとReleve動作時のバランス能力

平野 智也（日本体育大学大学院）他4名 トレッドミル歩行における地而反力3成分の変動

※第2回大会は．東日本大震災のため，東京体育学質・東京体育学奨励貨の選考を中止した．



編集後記

東京体脊学研究第6巻を会HO)皆様にお届けします．今回．本誌に掲載された論文は研究論文3編と研究報告2組です．

昨年．地域貞献に関する論文・報告を期待したいと書いたのですが．残念ながら今回その内容の論文はありませんでした．

気長に待ちたいと思います．

昨年．競技性の高い隙がい者スポーツの予符が，厚生労働省から文部科学省に移管されました それを受けて．バラア

スリートヘのl哀・科学サポートはどのように実施されると効果的なのかが問われています．例えば， アジア競技大会におけ
るサボートハウス（コンディションの最終調整等のH的）は選手村の外に開設されましたが， アジアパラ競技大会におけるハ

ウスは． アクセスが容易なようにと選手村の中に開設されました． このように．効果を考えるとバラアスリートならではのサ

ボートがあり． そのための研究が必要になってきます．今回の学会発表にもバラ1関連の内容が散見され．今後の発展を期

待したいところです．
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